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○玉井河川レンジャー（下半期）活動報告 

1．平成 27 年度 河川レンジャー活動の目的と達成手段 

 
1.1 活動の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2 活動の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●活動内容 

 活動内容 

実施時期（任命期間/年

次） 

試行 1 期 2 期 

1 2 3 4 5～RA 

Step1 

 地域住民の関心を 

 高める 

①  座学・情報発信など 

・一般向けの淀川の生物多様性や侵略的外来

生物問題の講座や勉強会、地域の川と人と

の関わりを伝える史跡、市内の昔話などの

情報収集と紹介する催しを開催する。 

・子ども向けに、市内の小学校や施設での壁

新聞などの媒体を用いた淀川の自然や、歴

史文化に関する情報発信をおこなう。 

②  観察会・体験会・川歩き 

・水生生物や野鳥の観察会、E ボート、魚と

り、クラフト体験、淀川と生活の関わりにつ

いて紹介する川歩きなど 

③  水防啓発 

     

淀川中流域は、身近な自然環境という認知度が高いにもかかわらず、上流域のように川

そのものと身近にふれあうことは難しく、関心も薄い。そんな中流域にあり、点野ワンド・

砂州は管理道路と隣接することから、高水敷からのアプローチがしやすく、見通しも効き、

河川公園を利用する市民の往来も多く、日中は衆人監視による安全性も確保できます。 

川と直接関わることで知り得る淀川の魅力を紹介するとともに、それら埋もれた資源を

誰もが最大限活用できるような、住民参加の川づくりを目指します。 

私がレンジャーになる以前から、レンジャーと河川協力団体による「子どもが安全に遊

べる発信拠点づくり」活動が行われています。摂南大学の学生の協力もあります。そのよ

うな住民参加の川づくりがおこなわれることをことから河川公園整備計画のモデル地区に

も選定されました。整備後の維持管理と利用を念頭に「みんなの水辺」となるよう、地域

全体に発信する活動をおこない、協働で取り組む川を活かしたまちづくりへむけて、地域・

団体・学校・企業との連携構築・強化を目指します。 

行政（レンジャーが介在）、地域、大学が連携して実践的川づくりに取り組む例として

全国へ発信。 

Step1  

地域の方が淀川を知り、体験する（楽しみ）機会をつくり、淀川ファンを増やす。 

淀川の自然や歴史文化を愛好する方々を実践的川づくり活動へよびこむ。 

Step2  

行政へ提案できる人材育成 

愛好会、サークルなど仲間うちでの楽しみから、多様な団体と連携し、市民への還元活動

へ貢献していく 

Step3  

河川公園点野地区の切り下げを含めた整備後の水辺の維持管理に主体として携われる人材

をそだてる。多くの団体や個人が活用できるようなプログラム提案。 

小中学校が環境学習などのフィールドとして活用し、そのなかから維持管理の人材も育っ

ていく。 
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・水防を身近な問題としてとらえてもらい、

自助・共助について考えてもらう機会を提

供し、川との共存を念頭においた川づくり・

まちづくりにつなげる 

④  各フェアーなどの出展による啓発活動 

・管内や広域のレンジャーで連携して、フェ

アの趣旨に沿った展示や WS をおこなう。 

Step2 

 河川レンジャーと 

 管理者が協働して 

 取り組む 

①  点野ワンド・砂州周辺での水辺づくり活

動および行政との協働 

・地域住民、団体、大学、企業と連携して、

本来の川原の草花を復活させるために外来植

物を駆除し、安全に水辺が利用しやすくなる

よう、清掃や整備に取り組む。 

・河川公園整備のモデル地区に選定されたこ

とを受け、現場での活動主体として行政主催

のワークショップに参画するとともに、平素

の活動参加者がワークショップに参加し、意

見を出す。 

②  交流会の開催 

・点野地区にある茨田樋史跡公園で、地域住

民（旧村住民、新住民）、川に関わる活動をす

る団体・学校・個人・企業・機関などが集い、

情報交換し交流を深める催しを、大阪府や協

力団体と実行委員会を組織し開催する 

     

Step3 

 地域住民から 

 行政へ発信する 

 仕組みを構築 

①  河川公園点野地区整備事業への協働参画 

・河川公園整備事業に関して情報共有と市民

として協働できる部分（市民工事、在来種移

植など）に参画 

②  整備後の維持管理体制の構築 

・整備完了後の維持管理について、連携して

いる地域住民や団体などが中心となって担え

る体制づくり 

③学校、団体、住民が水辺を活用できるプロ

グラム提案 
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平成 27 年度の活動一覧 

活動分野 活動名  

河川環境保全・再生の普

及・啓発・学習・住民参

加の促進 

 

点野ワンド砂州周辺みんなの水辺づくり 

平成 27 年 4 月 19 日、5 月

17 日、6 月 21 日、7 月 19

日、8 月 16 日、9 月 20 日 

10 月、11 月、12 月 

平成 28 年 1 月、2 月、3 月 

河川行政と地域・住民・

住民団体とのコーディネ

ートを図る活動 

茨田イチョウまつり 

平成 27 年 11 月 23 日 

河川環境の保全・再生の

普及・啓発・学習 

 

淀川まるごと体験会 平成 27 年 8 月 23 日 

守口市環境フェア、寝屋川市エコフェス

タ、寝屋川市自然を学ぶ会展示会などへ

の出展 

6 月 3 日守口市環境フェア 

11 月 15 日寝屋川市エコフ

ェスタ 

自然を学ぶ会展示平成 28

年 2 月 

 観察会、座学、啓発イベントの実施 
自然観察会平成 28 年 2 月

ごろ 

川の人材を育成する活動 壁新聞で水辺づくり 平成 27 年 7 月、10 月 

河川に係わる歴史・文化

の普及・啓発活動 
歴史探訪会などの実施 

平成 28 年 1 月ごろ 

自分で守る・皆で守る・

地域で守る取り組みの促

進 

淀川の治水・防災展 

平成 27 年 6 月 30 日～7 月

6 日 

 

※網掛は連携活動
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○出来河川レンジャー（下半期）活動報告 

2．平成 27 年度 河川レンジャー活動の目的と達成手段 
 

2.1 活動の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 活動テーマと活動 

 

 

 

 

 

 

●活動内容 

 活動内容 

実施時期（任命期間/年次） 

試行 1期 2期 

1 2 3 4 5～RA 

Step1 

 地域住民の関心を 

 高める 

① 淀川の環境に関する展示と意見交換をする 

  京阪守口市駅前の大国大「くすくすひろば」

等で定期的にタイムリーな話題で情報発信す

る 

② 淀川を知ってもらうイベントを開催する 

  守口市内小学校の出前授業、障害者･外国人

への淀川に親しむ外来魚駆除魚釣り・清掃活

動・勉強会の開催 

③ 公的な機関のイベントに出展して広報する 

守口市の環境フェアや城北クリーンキャンペ

ーン、淀川市民マラソン等のイベントに出展

する 

④ 河川レンジャー活動をマスメディアで広報す

     

かつては淀川には多数のワンドやたまりが形成され、子供のみならず大人も遊べて楽し

める憩いの場所であったが、近年、河川公園として野球場やテニスコート等のスポーツ施

設が整備され淀川のイメージも一新された。また洪水対策としての護岸の整備も行われて

自然環境も失われつつある。さらに外来魚の繁殖により在来魚の生態にも異変をきたして

いる。淀川の環境（ゆったり流れる大河、魚の種類が豊富、天然記念物のイタセンパラの

生息、流域人口 1200 万人）を生かして、淀川らしい・淀川にしかできない地域住民との

かかわりを育てていきたい。 

 

以上の課題認識から、 

①守口市を中心に行政･町内会･学校･職域等と連携して、地域ぐるみで淀川の環境を改

善する活動(ワンドのクリーンアップ活動や整備活動)により住民が気軽に憩える広場

つくりをする。 

  ●八雲ワンド近辺の川岸にヨシを再生し景観を良くしヨシ笛や水質浄化に役立てる 

  ●佐太用水路周辺の環境を整備し公園等で住民が憩えるようにする 

  ●行政や地域の住民と連携して期間をかけて整備する 

 

②住民と連携して防災に対する意識の向上、表示板の設置等の具体的な活動を市と連携

して実施する。 

  ●市や住民と連携して避難経路の検討や、防災意識の向上のための勉強会や訓練の 

実施 

●海抜表示板や避難経路板を設置し住民に周知してもらう 

①淀川の環境に関する情報発信と河川敷での川に親しむイベントにより関心を高める 

②住民参加による淀川の環境整備活動により住民間のコミュニケーションの醸成を図る 

③環境整備・防災について市と住民と一体になりプランニングし行政・住民へ発信する 
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る 

  守口市広報紙「もりぐち」や J:COMの地域情

報番組「ひとっトピ」等で活動状況をＰＲす

る 

Step2 

 河川レンジャーと 

 管理者が協働して 

 取り組む 

① 地域町会を中心とした佐太用水路の環境整備

活動 

 住民参加での清掃活動や環境改善活動をする 

② 八雲河川敷で地域住民と連携して環境整備を

する 

  水辺でのヨシの再生、ヨシ笛つくり、外来魚

駆除の魚釣り、外来植物の駆除 

③ 防災意識の向上を図る活動 

防災勉強会等で防災意識の向上を図る。避難経路

の点検･調査、海抜表示板･避難誘導版の設置 

     

Step3 

 地域住民から 

 行政へ発信する 

 仕組みを構築 

① 八雲河川敷の活用に関し行政に発信する会の

組成 

  住民参加の整備活動を通じて、さらに活用す

るための計画やイベント開催等の要望を行政

に発信する組織つくりをする 

② 防災に関し行政(守口市)へ発信･活動する会

の組成 

  防災に関する Step2の活動のアップ版として

行政と連携した活動をする。J:COM の緊急情

報網を活用した防災訓練を佐太船着場も活用

して守口市等の行政と連携して実施する。 

     

 
 

平成 27 年度の活動一覧 

活動分野 活動名 

川づくりへの参画･支援活動 淀川の環境･防災についての地域ネットワーク作り 

川の人材を育成する活動 淀川の環境についての小学校への出前授業 

河川の環境を改善する活動 

八雲ワンドでの親子で楽しめる水辺作り(清掃等)活動 

佐太の農業用水路の環境整備活動 

城北ワンドのクリーンアップ活動 

川の歴史･文化を普及･啓発する活動 淀川と守口の史跡めぐり 

河川レンジャー活動の啓蒙 

守口市こどもまつりへの参加 

淀川歴史マラソン展への参加 

身体障害児童に河川の楽しさを体験

してもらう活動  
障害児童を対象にした川に親しむイベント 
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3．佐太の用水路の清掃活動                   ・平成 27 年 10 月 12 日（月） 
3.1 実施状況  

活 動 名  守口佐太用水路の清掃活動  

活動分野  河川美化 

氏  名  出来 猛(枚方出張所管内河川レンジャー) 

連携等  団体名：守口市、川をきれいにする運動 

活動日時  平成 27 年 10 月 12 日（祝） 9：00 ～ 11：50   

実施場所  (場所)守口市佐太地区幹線水路  

    

参加対象  地域住民（川をきれいにする運動）・一般 

参加人数  参加総数  22 名    

参加者  20 名  大人 17 名､子ども 3 名   

講師  －   

スタッフ  2 名  川をきれいにする会河野会長、町内会長１名  

連携団体関係者  －   

府県・市職員  －   

淀川河川事務所  －   

河川レンジャー運営事務局  －  

ス ケ ジ ュ

ール 

9：00  開始 

川をきれいにする会河野会長挨拶、出来レンジャーによる本日の活動内容

の説明  

9：10  幹線水路清掃作業開始  

11：50 後片付け：終了 

配付資料  河川レンジャーニュース  

関係機関からの支援内容  ・守口市からゴミ袋の支給とゴミの回収作業の支援 

・「川をきれいにする運動」からトング、カマ、草刈り機の提供  



7 

 

 

河川レン

ジャーの

活動内容  

  

準 備  胴長を４着、案内ポスターの作成と掲示、  

参加者の勧誘、ごみ取りネットの準備 

当 日  

胴長を着て清掃活動（用水路の中に入り土手の草刈り、川の中に投棄さ

れた空き缶やペットボトルやシートの回収）草刈り機による清掃作業河

川レンジャー幟の取り付け、清掃活動の運営・調整  

事 後  関係各位への報告と御礼、次回の活動に関する打合せ  

参加者からの意見  

今年の 4 月以来の活動で草が伸び空き缶も多かった。胴長４着で用水路

の中に入り空き缶、草刈りをした。  

１時間半くらいの予定であったが、2 時間半くらいかかった。  

用水路の中やゲシが見違えるように綺麗になった。  

  

3.2 活動状況  

  

  

用水路の清掃活動準備 用水路の清掃活動後 

  

収集したごみの山 用水路立て看板 
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4．城北ワンドでヨシ笛作りとスローロープ投げ  ・平成 27 年 10 月 17 日(土) 

4.1 実施状況  

活 動 名  淀川クリーンキャンペーン参加（城北ワンドでヨシ笛作り体験）  

活動分野  河川美化・環境保全・啓発その他・広報・自然観察・水利用等・防災 

氏  名  出来 猛(枚方出張所管内河川レンジャー) 

活動日時  平成 27 年 10 月 17 日(土) 11:00～15:00  

実施場所  淀川左岸 

 
参加人数  

  

  

  

  

  

  

  

参加総数 76 名    

参加者 72 名  ヨシ笛づくり 一般参加（大人 38 名､子供 34 名）  

講師 －   

スタッフ 3 名    

連携団体関係者 － イタセンネット、大工大学生  

府県・市職員 － 旭区職員、府水生生物センター職員  

淀川河川事務所  －   

河川レンジャー運営事務局 1 名    

ス ケ ジ ュ

ール  

11:00 

 

開始 

ヨシ笛づくり一般参加者に指導。  

ヨシ･オギの違い。群生箇所、葭簀等利用されてきたこと、水質浄化

作用効果等説明スローロープの投げ方講習  

 ＊イタセンネット主催（同時開催約 800 名参加） 

外来魚駆除釣り大会（10:00～15:00）  

地引網による外来種の捕獲（13:00～14:00）旭区役所･大阪工

業大学主催  

淀川クリーンキャンペーン（14:00～15:00）  

15:00  終了  

関係機関からの支援内容  【淀川河川事務所】 のぼり、ヨシ笛作り工具 

城北 ワンド   

  

活動範囲   
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河川レン

ジャーの

活動内容  

準  備  

9/14 共同開催の大阪市旭区・大阪工業大学等とイベントの詳細につき

調整会議 

大阪市旭区及び守口市にチラシ配布依頼下見による確認（ゴミ状況、安

全確認等） 

ヨシ笛づくりに必要な材料を準備（乾燥ヨシ長さ 10cm 位 100 本程度、

はさみ、カッターナイフ、安全用具等）  

当  日  資材積み込み、作業説明、作業指導、安全管理、反省会  

事  後  後片付け、作業エリアの見回り、大阪市旭区に活動状況の報告  

参加者からの意見  同じように見えても葉っぱの違いで区別ができることが良く分かった。  

ヨシ笛が簡単に作れ、鳴ったとき感動した。早速家に帰り、孫に教えた

い。  

（ヨシ笛づくりに参加した人のほぼ全員の笛が鳴ったので、皆さん喜んで

いただいた）  

 

 

4.2 活動状況  

 
 

 

 

ヨシ笛づくり（安全に工夫） ヨシ笛づくり 
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5.淀川歴史マラソン展 出展     ・平成 27 年 10 月 31 日(土)～11 月 1 日(日) 
5.1 実施状況 

活 動 名 「淀川の災害と防災について」大阪･淀川市民マラソン展 

活動分野 啓発その他、防災 

氏  名 出来 猛（枚方出張所管内河川レンジャー) 

連携等 共催：大阪・淀川市民マラソン実行委員会 

活動日時 平成 27年 11月 1日(日)～11月 3日(火) 10：00～17：00 

実施場所 淀川河川公園守口サービスセンター：守口市外島町 4-18 

参加対象 地域住民 

参加人数 参加総数 121名 10月 31日～11 月 1日 

 参加者 117名 大人 70名、子ども 47 名 

 講師 －  

 スタッフ 3 名  

 連携団体関係者 －  

 府県・市職員 －  

 淀川河川事務所 －  

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

10:00 パネル展示、魚展示、ヨシ笛作り教室を開催 

17:00 終了 

 ＊10/27～30 はパネル展示のみを実施した 

配付資料 告知チラシ(レジュメ：担当レンジャー作成) 

関係機関からの 

支援内容 

淀川資料館･･･淀川の災害と防災に関するパネル 35枚借用 

守口市役所(都市計画課・危機管理室・下水道部)･･･防災に関するパネル 12枚 

淀川河川公園･･･イベント会場および机等の備品の借用 

事務局･･･ヨシ笛つくりキッズ 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 

マラソン実行委員会と会場設営準備(ついたて手配、マラソン関連の掲示パネル)

淀川資料館と展示内容およびパネルについて打合せと協力依頼 

守口市役所の関係部門と掲示内容について打合せ 

＊10/27 展示物搬入 

10/31 水槽展示、ヨシ笛づくり教室準備 

当 日 

守口市役所からも応援をいただき、スタッフ(含むレンジャー)4名で、パネルの

説明とヨシ笛作り教室を運営した。 

水槽も水が濁ってきたので途中交換した(2 日間は持たない) 

淀川資料館のイベント案内チラシの配布 

事 後 

関係機関への返却と御礼 

会場の提供をいただいた淀川河川公園からパネル展示の延長の依頼があった。 

展示内容をコンパクトにして継続することにしました 

参加者からの意見 

・道路の掲示を見て参加したが、台風 18号の状況がよくわかりました。 

・守口の防災についても考えていた以上にやってるのですね。 

・下水道の状態が良くわかりました。早く完成してほしいですね。 

・住んでいる家の標高や周りの環境がよくわかりました。 
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5.2 活動状況  
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 レンジャーによる展示説明     展示来場者 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 ヨシ笛つくり体験 
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6.守口の防災についてパネル展示及びヨシ笛つくり   ・平成 27 年 12 月 6 日(日) 
6.1 実施状況 

活 動 名 「守口の防災についてパネル展示およびヨシ笛作り」 

活動分野 啓発、防災 

氏  名 出来 猛（枚方出張所管内河川レンジャー) 

連携等 協力：守口市都市計画課 

   守口市危機管理課 

   守口市下水道部 

   淀川河川公園 

活動日時 平成 27年 11月 13 日(金)～12月 6 日(日)10：00～17：00 

実施場所 淀川河川公園守口サービスセンター：守口市外島町 4-18 

参加対象 地域住民 

参加人数 参加総数 33 名 （12月 6 日のみ） 

 参加者 32 名 大人 8名、子ども 24名 

 講師 －  

 スタッフ －  

 連携団体関係者 －  

 府県・市職員 －  

 淀川河川事務所 －  

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

  

(11/13)9:00 会場設営開始（パネル展示、掲示、のぼり等） 

10:00 パネル展示のみ開始 

  

  

(11/13～

12/5) 
【パネル展示のみのプレオープン】 

  

(12/6)9:00 ヨシ笛作り教室準備 

10:00 ヨシ笛作り教室を追加してオープン 

10:00～17:00 
パネル展示・説明、ヨシ笛作り 

 

(12/7) 会場撤収 

  

配付資料 
イベントチラシ、淀川資料館のイベント案内チラシ 

 

関係機関からの 

支援内容 

淀川資料館･･･淀川の災害と防災に関するパネル 8枚借用 

守口市役所(都市計画課・危機管理室・下水道部)･･･防災に関するパネル 8 枚 

淀川河川公園･･･イベント会場および机等の備品の借用 

事務局･･･ヨシ笛つくりキッズ 

 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 

淀川資料館と展示内容およびパネルについて打合せと協力依頼 

守口市役所の関係部門と掲示内容について打合せ 

台風 18号の写真（出来撮影分） 

 

当 日 

パネルの説明とヨシ笛作り教室を運営した。 

淀川資料館のイベント案内チラシの配布 

 

事 後 
関係機関への返却と御礼 

 

参加者からの意見 

・ヨシ笛の材料が淀川(守口)のヨシであることに驚いていた 

・自分でも作りたいと、材料の調達からヨシ笛つくりのコツを聞いていた。 

・何回もトライする子供もいたが全員が吹けるようになった。 
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6.2 活動状況  
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ヨシ笛を屋外で吹く子供たち        展示パネルとヨシ笛工作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ヨシ笛を作る親子          ヨシ笛を作る子供たち 
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7.「淀川ってどんな川」展          ・平成 28 年 1 月 30 日(土)～31 日(日) 
7.1 実施状況  

活 動 名 「淀川ってどんな川」展 

活動分野 啓発 

氏  名 出来 猛（枚方出張所管内河川レンジャー) 

連携等 支援：淀川河川公園事務所 

活動日時 平成 28年 1 月 30日(土)～31 日(日)10：00～17：00 

実施場所 京阪守口市駅前 テルプラザ１F くすくすひろば 

参加対象 一般 

参加人数 参加総数 37 名 （12月 6 日のみ） 

 参加者 36 名 大人 31名、子ども 5名 

 講師 －  

 スタッフ －  

 連携団体関係者 －  

 府県・市職員 －  

 淀川河川事務所 －  

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

  

(1/30)9:30 会場設営開始（パネル展示、掲示、のぼり等） 

10:00 パネル展示開始 

  

17:00 パネル展示終了 

  

  

(1/31)10:00 パネル展示開始 

  

17:00 パネル展示終了 

17:10 会場撤収 

  

配付資料 2 月 21日八雲河川敷クリーン作戦イベントチラシ、八雲活用プラン 

関係機関からの 

支援内容 

淀川河川公園事務所･･･河川公園紹介パネル３枚借用 

事務局･･･チラシ、掲示物の印刷 

 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 
淀川河川公園事務所と展示内容およびパネルについて打合せと協力依頼 

展示用パネルの作成 

当 日 

河川レンジャー活動の紹介 

淀川の水質の変遷と改善要因の解説 

2 月 21日八雲河川敷クリーン作戦の案内 

八雲河川敷の活用ワーキンググループ立ち上げ案内 

事 後 
関係機関への返却と御礼 

 

参加者からの意見 

・河川公園の現況を知って、まだまだ行っていない場所があるんだと 

・八雲河川敷の活用の成果を期待しています。 

・5月には「守口こどもまつり」が現地で開催されるので、整備してくれると 

良いね。 

・スポーツプラザでのイベントをもっとやってほしい。 
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7.2 活動状況  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 展示パネルを見る来訪者         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2 月 21日イベントのチラシを見る来訪者     レンジャー活動紹介パネル 
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○山口河川レンジャー（下半期）活動報告 

8．平成 27 年度 河川レンジャー活動の目的と達成手段 

 

8.1 活動の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

8.2 活動の目標 

 

 

 

 

 

枚方で生まれ育った私は少年時代から、淀川や天野川で魚を捕り川で泳いで遊んでいた。 

しかし水質悪化と護岸の三面張り整備、小学校からの指導によって川へ入れなくなってし

まう。 

それ以降川で遊ぶことも無く、川に対しても「大きな排水路」としか感じなくなった。 

 

しかし成人後、全国各地の河川保全や自然体験活動の仕事をしていく中で、川と向き合っ

た生活を続けている方々や、川遊びを心の底から楽しんでいる子どもたちの笑顔に出会え

たことで、川の面白さ・楽しさを改めて再確認した。 

また、豪雨による河川氾濫の水害に遭った際は、地域の方が一丸となって水害と向き合い、

戦っていく姿に心打たれ、川の恐ろしさとそれに対する心構えの大切さも身にしみて感じ

た。 

その地域では「川と一緒に生きていく」「自分の生活の一部」という意識が根付いていた。 

 

生まれ故郷に戻り、地元の方に淀川の事を聞いても、以前の私と同じ「大きな排水路」の

イメージを持っている方が圧倒的に多く「自分たちの生活の一部」という意識はなかった。 

こういった市民生活と川との心理的な乖離が一因となり環境保全や整備事業に対しても、

市民の関心が希薄になってしまったのではないか。私はその心の距離感、意識の変革が課

題であると考えた。 

 

河川と触れ合う機会が少ない現状に対し、まずは自然体験活動や啓発活動を通して魅力を

伝え、川に対する親しみを流域住民に持っていただく。川と人との距離を縮め、自分たち

の共有財産であるという意識を定着させることで上記課題の解消を目指す。 

また、そういった意識を持った方々が実感を伴って川づくりに関われるよう、川と安全に

触れ合えるようなスポットを関係団体と連携し枚方の河岸に実現させる。 

「淀川の魅力や川との関わり方を定期的に発信する場」としても活用し、活動内容や成果

の情報を広く発信することでより関心を深める。 

そのなかで運営の主となる若い人材を育成し、継続的に運営出来る体制を構築していくこ

とで 

次代においても「人と川との関わり方」を考慮した河川整備のあり方を話し合える場とす

る。 

 

こうした私の取り組みを通して、流域の住民が愛着と誇りを持ち、その危険性と上手く付

き合いながら、「生活の一部」として実感できる身近な淀川となることを目指す。 

 

Step1 アプローチ性の高い自然体験活動と啓発活動および広報活動を行い関心を高める 

Step2 地域自治体や活動団体などへ連携を行い、相互協力体制の構築を目指す。 

Step3 自主活動を行える人材の育成と継続的に活動できる場所づくりを行っていく 
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●活動内容 

 活動内容 

実施時期（任命期間/年次） 

試行 1期 2期 

1 2 3 4 5～RA 

Step1  地域住民の

関心を高める 

① 自然体験活動 

・幼児～小学生の河川での原体験 

・保護者への河川アクティビティの提供 

② 淀川に関する出前講座、歴史ウォーク 

・淀川の歴史や文化、生物や環境についての解説 

③ 若年層への情報発信 

・これまで関心が希薄だった若年層への情報アプロ

ーチ 

     

Step2 

 河川レンジャーと 

 管理者が協働して 

 取り組む 

① 河川との関わり方を考えるワークショップ 

・流域住民や各団体と対話の場を作る。 

・河川利用と治水のあり方について意見を共有する 

② 淀川に関する施設の利用促進と相互協力事業 

・各教育施設や河川設備を有効に活用し、市民団体

の利用を促進するとともに各団体・他レンジャー

や他流域とのコラボレーション企画を実施してい

く。 

     

Step3 

 地域住民から 

 行政へ発信する 

 仕組みを構築 

① 淀川リバースプロジェクト（仮） 

・活動プログラムをモデル化し、継続的に実施でき

るプロジェクトを構成して市民活動にシェア。 

各流域住民が楽しみながら参加できる仕組み作り

を行い、運営を支援する。 

     

 

平成２７年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 

河川の環境保全を図る活動 淀川河川公園・枚方地区周辺での自然体験活動 

淀川に係わる歴史・文化の普

及・啓発 

淀川歴史ウォーク（枚方宿周辺とその史跡をたどる） 

出前講座 

川づくり・まちづくりへの参

画・支援活動 
ひらかたまちづくりプロジェクト 

防災・救援・救難の推進を図

る活動 
ひらかた防災学校への防災出展 
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9.天の川とんどまつり出展              ・平成 28 年 1 月 16 日（土） 
9.1 実施状況  

活 動 名 第 27 回「天の川とんどまつり」出展活動 

活動分野 啓発その他 

氏  名 山口 遼太(枚方出張所管内河川レンジャー) 

連携等 河川レンジャーとの協同・団体との共催・他団体の活動(行事)への出展等 

（団体名：天野川とんど祭り実行委員会、天の川七夕星まつりの会、 

ひらかた七夕ゆめのほしプロジェクト） 

活動日時 平成 28年 1 月 16日（土）10：00 ～ 14：45  

実施場所 （場所）淀川支流天の川下流天津橋右岸 

  
参加対象 地域住民・団体(地域団体・学校・行政・企業など)（団体名：   ）  

・地域住民など 

参加人数 参加総数 76 名 総参加人数 約 500名 

参加者 70 名 大人 64名､子ども 6名  

講師 －  

スタッフ －  

連携団体関係者 5 名 七夕星まつりの会、枚方市民活動支援センター 等 

職員 －  

淀川河川事務所 －  

河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

10：00 開始： 会場準備（展示ブース解説） 

 10：30 ・呼び込み和太鼓の演出（各小学校ふれあい会の皆さん） 

 10：45 ・天の川七夕星まつりの会会長による開会宣言・来賓者の挨拶 

 11：00 ・とんどの火の点火 (お焚き)の開始・主催者副代表による乾杯 

 11：40 ・各演目による演出（チンドンさんねり歩き・ダンス・唄・から手演舞・三

味線と踊り・南京玉すだれ・和太鼓他） 

 13：00 ・市長挨拶 

 14：00 ・閉会 

 14：35 ・後片付け 

 14：45 終了 

配付資料 ・とんどまつり案内チラシ、プログラム 
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・河川レンジャーニュース 

関係機関からの支援内容 ・河川事務所 資料室より資料提供 

・レンジャー事務局より 展示パネル他物品借用 

河川レン

ジャーの

活動内容 

 

準 備 ・とんどまつり実行委員会 打合せ 

・関係各所 使用許可申請（資料室、枚方土木事務所、協力団体 等） 

・物品申請、展示資料作成 

当 日 

〇展示ブースの解説 

・淀川・天野川の生物紹介、河川レンジャーの活動紹介 

・古写真で見る天野川の歴史と築堤工事の紹介 

事 後 ・物品返却、報告資料作成 

参加者からの意見 

・天野川に生き物などいないと思っていたが、実は知らないだけなのですね。 

・温かくなったら子どもと一緒に魚取りをしてみようと思います。 

・私たち親も川での遊び方が分からない。教えてもらえる場がもっと欲しい。 

・エビって川にもいるんですね！食べられるの？私も獲ってみたい。 

・古写真はとても貴重な資料。自分の住んでいる町の昔の姿が分かる。 

・ほんの 70 年前に淀川沿いをトロッコ列車が走っていたとは。初耳。 

・古地図を見ると淀川の流れが大きく変わっているのが分かり面白い 

・子どもの頃このトロッコで遊んだ。懐かしい写真をありがとう。 

・とんど焼きが目的で来たが、話を聞いて天野川に愛着が湧いた。 

・普段天野川の清掃活動をしている。レンジャー活動にも協力したい。 

・短期間でこんなに生き物を捕まえるとは、さすが河川レンジャー！ 

・天野川沿いは鳥も多くて散歩が気持ちいい。ぜひ守ってほしい。 

 

 

9.2 活動状況  
 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 レンジャーブースの展示パネル  「天の川下流域の歴史」についての説明 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 天野川で捕れた魚・水生生物等の生態展示   
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○雨嶋河川レンジャー（下半期）活動報告 
10.平成 27 年度 河川レンジャー活動の目的と達成手段 
 

10.1 活動の目的 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 10.2 活動の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

●活動内容 

 活動内容 

実施時期（任命期間/年次） 

試行 1期 2期 

1 2 3 4 5～RA 

Step1 

 地域住民の関心を 

 高める 

① 現状調査 

・ 既存資料調査、聞き取り調査によって、樟

葉付近の河川環境の魅力と課題、活動への

協力者や参加対象について整理する。 

② 啓発活動 

・ 聞き取り調査でレンジャー活動の理解促進。 

・ 参加対象候補の代表者などを集めて、現地

視察ツアーを行う。 

・ Step2の活動においても啓発活動を継続。 

     

Step2 

 河川レンジャーと 

 管理者が協働して 

 取り組む 

① 活動方針と実施計画作成（3 ヵ年） 

・ Step1を踏まえて、樟葉地区の河川環境 の

保全と活用について意見をとりまとめ、活

動方針と実施計画を作成する。（ＷＧ実施＊） 

② 樟葉地区での活動実施 

・管理者や協力者と協働して活動を実施する。 

     

Step3 

 地域住民から 

 行政へ発信する 

 仕組みを構築 

① 計画の見直し 

・ 最新の知見や各活動での反省点を計画にフ

ィードバックする。（ＷＧ実施＊） 

② 活動の継続に向けた取り組み 

・活動を継続する中で、活動の担い手を育成す

るとともに、行政に意見をフィードバックす

る機会を確立する。 

     

＊できれば、活動への協力者や参加候補者、河川管理者を集めてＷＧを実施。 

枚方市樟葉付近の淀川は、ワンドや砂礫河原もあり、多様で魅力的な水際があります。

しかし、高水敷にゴルフ場が広がり、水辺まで道はなく草が茂っていて近づきにくい状況

にある。 

また、豊臣秀吉が淀川の氾濫防止のため築いた「文禄堤」とこれを利用した「京街道」、

日本唯一の河川台場である「樟葉台場」など淀川に係る史跡も存在している。 

私は地域の方々に淀川の自然や歴史をもっと身近に感じ、楽しめる場所にすることを目

的に活動する。 

 

Step1 樟葉の現状調査（魅力や課題、利用者ニーズ）を通じて地域住民、利用者の関心

を高める。 

Step2 樟葉地域で実行可能な活動を管理者と相談し、段階的に地域が主体となった環境

学習や保全活動などを展開する。 

Step3 樟葉での活動の継続に向けて、活動の担い手を育成するとともに、地域住民が河

川管理に積極的に参画できる中長期的な活動計画を行政と作成する。 
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平成２７年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 

河川行政と地域・住民・住民

団体とのコーディネートを図

る活動 

樟葉地区の現状調査と啓発活動（聞き取り調査） 

樟葉地区の現状調査と啓発活動（イベント） 
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11.くずは淀川の魅力発見ツアー          ・平成 27 年 10 月 25 日（日） 
11.1 実施状況 

活 動 名 くずは淀川の魅力発見ツアー 

活動分野 環境保全・啓発・広報・自然観察・水利用等・防災 

氏  名 雨嶋 佐葉子(枚方出張所管内河川レンジャー) 

連携等 団体名：NPO 法人ひらかた環境ネットワーク会議 

活動日時 平成 27年 10月 25 日（日） 13：30 ～ 17：00  

実施場所 （場所）淀川左岸くずは上流散策ルート 

 
参加対象 地域住民 

参加人数 参加総数 22 名  

参加者 14 名 大人 12名､子ども 2名  

講師 2 名 仁枝・瀬野河川レンジャーアドバイザー 

スタッフ 1 名 東河川レンジャー 

連携団体関係者 4 名 NPO法人ひらかた環境ネットワーク会議 

府県・市職員 －  

淀川河川事務所 －  

河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

13：30 開始 

雨嶋レンジャーによる開始挨拶、スタッフ紹介及び本日の活動の案内説明 

（ルート説明等） 

13：45 旧樟葉駅（現在の樟葉駅周辺は湿地沼地だった）、文禄堤と京街道（古代、中世、

近代の淀川に係る歴史）、H25 年台風 18 号時の浸水と防災に関する雨嶋 R によ

る説明 

14：20 瀬野 RAより大阪市樟葉取水口の見学及び大阪市の上水道に関する説明 

14：40 楠葉台場跡地等の見学及び雨嶋 Rによる解説、一時休憩 
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 15：10 淀川堤防に上がり、男山、天王山、三川合流付近を眺望。 

仁枝 RAより歴史、河川の説明 

15：13 高水敷緊急用道路を下流方面に歩き、植物や鳥類等の観察 

雨嶋 Rより外来種の説明 

15：25 楠葉取水塔に到着、雨嶋 Rより H25 年台風 18 号時の増水状況を説明 

瀬野 RAによる大阪市の上水道の補足説明 

15：50 雨嶋 Rによる楠葉ワンドの解説及び見学 

16：15 本川の河原にて記念写真・アンケートの記入 

16：30 くずはゴルフ場の見学および場内通過 

16：45 樟葉駅前に到着 

17：00 雨嶋 Rおよび「NPO 法人ひらかた環境ネットワーク会議」代表者による挨拶 

終了解散 

配付資料 ① くずは淀川の魅力発見ツアー資料 

② アンケート調査票 

③ 淀川河川敷の草木案内チラシ 

④ 淀川のワンドに行ってみようパンフレット 

⑤ みんなの淀川を、みんなで守ろうパンフレット 

⑥ 河川レンジャーニュース(Ｎｏ32春号） 

⑦ 「茅人への道」案内チラシ（東 R企画） 

⑧ 今から君もよどがわはかせ！活動案内チラシ（酒井 R企画） 

関係機関からの支援内容 ・ NPO法人ひらかた環境ネットワーク会議：参加者の募集支援、歴史ガイドの

補助、企画立案時の打合せ 

・ 枚方河川事務所：企画立案時の相談、H25台風時の写真提供、町楠葉地区浸

水の原因情報提供 

・ 事務局：資料④⑤⑥提供、資料一式の印刷、幟やマイク、ボードの貸出、

当日の記録 

・ 仁枝 RA：企画への助言 

河川レン

ジャーの

活動内容 

 

準 備 ・ 企画立案：現地調査、情報収集、連携団体との協議、ゴルフ場通過に係る

許可確認 

・ 広報：ちらし作成、レンジャーHP 掲載、ちらしの配布⇒楠葉生涯学習セン

ター、枚方市中央図書館、楠葉小学校、楠葉西小学校、楠葉北小学校、町

楠葉自治会、町楠葉周辺商店 3店舗、NPO 法人ひらかた環境ネットワーク会

議 ML からの発信 

・ 物品借用、配布資料、当日スケジュールの作成 

・ 前日の下見：魅力と課題の確認、安全管理面での注意点確認 

当 日 ・ 資料など運搬、KY活動、スタッフミーティング、ツアーガイド、安全管理 

事 後 
・ 物品返却、アンケート集計 

・ ミーティング（振返りと今後の企画に向けて）2015.11.1 

参加者からの意見 

魅力発見 

・ 意外に堤防が近くにある。 

・ 初めてゆっくりワンドをみた。生物に興味がある。いつまでも残し

てほしい。 

・ 自然が残っていて景観が素晴らしかった。（河原、三川合流、男山、

天王山等）⇒多数意見、舟運を発展させてほしい。 

・ 河原でくらわんか茶碗や土器が発見されて面白かった。 

課題 

・ 京街道：歴史案内の標識があったほうがよい。 

・ 高水敷緊急用道路：近隣住民へ利用方法の案内があったほうがよい。

高速の自転車が危険。草が多すぎる（川が見えない）。 

・ ゴルフ場：通過箇所の工夫が必要（現在はコースを横断する道しか

ない） 

・ 休憩場、トイレ、売店がない。3 時間ツアーはきつい。 

・ 堤防、ワンド：河川側の土手にベンチをおく、東屋を設けるなど眺

望を楽しめるスポットをつくってほしい。 
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11.2 活動状況 
 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 雨嶋 Rによる本日の活動説明  瀬野 RAによる樟葉取水場の説明 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 緊急用道路を散策し生き物や植物等を観察  「楠葉ワンド」現地見学 
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○玉井河川レンジャー・上田河川レンジャー連携活動 

12.点野ワンド・砂州周辺みんなの水辺づくり     ・平成 27 年 10 月 11 日(日) 
12.1 実施内容 

活 動 名 点野みんなの水辺づくり 

活動分野 環境保全 

氏  名 玉井 理恵（枚方出張所管内河川レンジャー） 

上田 豪 （河川レンジャーアドバイザー） 

活動日時 平成 27 年 10 月 11 日(日) 13:30～17:00 

実施場所 淀川左岸点野地区（点野砂州） 

 
 

参加人数 参加総数 31 名  

 参加者 2 名  

 講師 －  

 スタッフ １名 萩原（摂南大学石田ゼミ） 

 連携団体関係者 28 名 摂南大学エコシビル部 5名、ねや川水辺クラブ 6 名 

 府県・市職員 －  

 淀川河川事務所 －  

 河川レンジャー運営事務局 －  

スケジュ

ール 

13:30 開始、前日（水辺リング協力）での作業内容を共有 

レンジャーから作業内容説明、諸注意 

レンジャーアドバイザーから作業手順、技術指導 

作業グループ分け 

13:45 

 

 

 

 

①倒木の切り分け・運び出し 

②セイバンモロコシ堀出して駆除 

③セイヨウカラシナ抜き取り 

④シナダレスズメガヤ抜き取り 

⑤9月セイバンモロコシ掘り出しあとにおいてシードバンク調査（萩原卒研） 

15:30 抜き取った植物など引き上げ、用具車載 

 15:45 まとめとして各作業班で内容を報告しあい、共有 

 16:00 各グループから作業報告、参加者から感想、注意点など共有 

終了 

 16:20 

17:00 

点野流域センターあとかたづけ 

解散 

配付資料  

関係機関からの 

支援内容 

【淀川河川事務所】 のぼり、ゴミ袋、回収後のゴミなどの適正な処理、点野

流域センターの使用 

【ねや川水辺クラブ、寝屋川市】コンパネテーブル、長靴、軍手、ゴム手

袋、ゴミ袋、土のう袋、クーラーボックス、コップ、階段、鎌、剣スコッ

プ、救急箱、一輪車、ボランティア車両 1 台 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 
広報活動、参画団体との調整、石田ゼミ生と打ち合わせ、現地下見、物品、機材

準備、用具メンテ、お茶など準備 

当 日 運営、進行、安全管理、記録写真撮影 

事 後 参画団体と日程調整、石田ゼミ生とすり合わせ、活動記録作成 
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参加者からの意見 

●倒木の除去やヨシ原に接するクワを伐採したので、管理道路側から見通しが効

く（川が見える）ようになり、よかった。 

●9 月に根こそぎはぎとったセイバンモロコシのあとに、セイヨウカラシナが大

量に芽吹いている 

●初めて参加して、たいしたことはできなかったが、皆さんすごいことをされて

いるなぁと思った。 

●大自然の前では、人間のできることなどたかが知れている。 

 

 

12.2 活動内容 

 

 

 

 

 

 上田 RA の説明を聞く参加者 

 

 入門コースはセイヨウカラシナ抜き。 

 

 

 

 

 

 

 

 シナダレスズメガヤ抜き取り 

 

 運びあげた伐木と駆除した植物 
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13.点野ワンド・砂州周辺みんなの水辺づくり     ・平成 27 年 11 月 22 日(日) 
 13.1 実施内容 

活 動 名 点野みんなの水辺づくり 

活動分野 環境保全 

氏  名 玉井 理恵（枚方出張所管内河川レンジャー） 

上田  豪（河川レンジャーアドバイザー） 

活動日時 平成 27 年 11 月 22 日(日) 13:30～17:00 

実施場所 淀川左岸点野地区（点野砂州） 

 
 

参加人数 参加総数 31 名  

 参加者 2 名  

 講師 －  

 
スタッフ １名 

立川 RA(ねや川水辺クラブ事務局長)、萩原（摂南大学石田

ゼミ） 

 
連携団体関係者 28 名 

摂南大学エコシビル部 27 名、石田ゼミ 3 名、ねや川水辺

クラブ 6 名 

 府県・市職員 －  

 淀川河川事務所 －  

 河川レンジャー運営事務局 －  

スケジュ

ール 

13:30 レンジャーから作業内容説明、諸注意 

レンジャーアドバイザーから作業手順、技術指導 

作業グループ分け、移動 

13:45 

 

 

 

 

砂州整備班（玉井 R） 

①ナガバギシギシ抜根 

②セイヨウカラシナ抜根 

③カモジグサを残しネズミムギを抜き取り 

④シードバンク調査状況報告（萩原） 

茨田樋遺跡水辺公園（上田 RA） 

イチョウまつり会場準備 

15:30 抜き取った植物など引き上げ、用具車載 

 15:45 まとめとして各作業報告しあい、共有 

物品車載、引き上げ 

 16:00 

 

 

17:00 

カヌーイベントの一行が到着。 

片付けと歓迎セレモニー班に分かれて対応 

点野流域センター片づけ 

終了・解散 

配付資料  

関係機関からの 

支援内容 

【淀川河川事務所】 のぼり、ゴミ袋、回収後のゴミなどの適正な処理、点野

流域センターの使用 

【ねや川水辺クラブ、寝屋川市】コンパネテーブル、長靴、軍手、ゴム手

袋、ゴミ袋、土のう袋、クーラーボックス、コップ、階段、鎌、剣スコッ

プ、救急箱、一輪車、ボランティア車両 2 台 

河川レン

ジャーの
準 備 

広報活動、参画団体との調整、石田ゼミ生と打ち合わせ、現地下見、物品、機材

準備、用具メンテ、お茶など準備 



28 

 

活動内容 当 日 運営、進行、安全管理、記録写真撮影 

事 後 参画団体と日程調整、石田ゼミ生とすり合わせ、活動記録作成 

参加者からの意見 

【砂州整備】 

●ギシギシの根が張っているので、残さず抜くのは大変 

【茨田樋遺跡水辺】 

●カヌーが到着して、ろくに指示もなく数名現場に放置された。 

●場当たり的にあっちへ行けこっちへ行けと指図された 

●ダラダラと長時間拘束された 

●普段の作業で見かけない人がカヌーイベントの式典のために来ていた 

【カヌーイベント】 

●たくさん出迎えてくれて感謝。ただカヌーで下るだけでなく、上下流域間の交

流ができたことに意義がある。 

 

 

 13.2 活動内容 

 

 

 

 

 

 エコ部は新しい幟を持ってきてくれました。 

 

 砂州で作業説明を聞く参加者 

 

 

 

 

    

 

 

 試験区の記録をとる萩原さん 

 

 試験区のセイヨウカラシナは抜き取ります 
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14.点野茨田イチョウまつり             ・平成 27 年 11 月 23 日（月） 
14.1 実施状況  

活 動 名 第 8回茨田イチョウまつり活動 

活動分野 啓発その他 

氏  名 玉井 理恵(枚方出張所管内河川レンジャー) 

上田 豪 (河川レンジャーアドバイザー) 

立川 享一(河川レンジャーアドバイザー) 

連携等 河川レンジャーとの協同・団体との共催・他団体の活動(行事)への出展等 

（団体名：ねや川水辺クラブ、摂南大学石田ゼミ・エコシビル部、大阪府私の水辺実行北河

内実行委員会、地元実行委員会） 

活動日時 平成 27年 11月 23 日（月）8：30 ～16：30  

実施場所 （場所）点野茨田樋遺跡水辺公園 

 
参加対象 地域住民 

 

加人数 参加総数 215名  

参加者 170名 

 

大人 104 名、子ども 66名 

（うち E ボート大人 35名､子ども 40名） 

連携団体 31 名 摂南大学エコシビル部 11名 石田ゼミ 5 名 

寝屋川水辺クラブ 15名 

大阪府 9 名 大阪府枚方土木事務所 5名 寝屋川水系工営事務所 4名 

寝屋川市 4 名 市長、水・みどり室 3 名 

淀川河川事務所 －  

河川レンジャー運営事

務局 

1 名  

 

スケジュ

ール 

8：30 開始：寝屋川流域センターにおいて会場準備機材等の整備 

9：00 ・茨田樋遺跡水辺公園での機材等の般入準備・パネル展示の準備 

 9：30 ・幹線水路において摂南大学学生によるＥボート試乗体験受付・試運転 

  ・木津川山村河川レンジャーアドバイザー主催のカヌー下り（コラボ活動）

の見送り（木津川飯岡地点～点野船着き場～淀川下流大川みなと公園着） 

 10：00 

11：00 

12：00 

・Eボート試乗体験会開始 

・ヨシ笛づくり体験開始 

・Eボート体験終了 
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 12：20 ・寝屋川市北川市長より活動に対する激励の言葉 

 12：30 ・交流会開会宣言、受付とクイズラリー参加案内 

・セレモニーの開始 

・上田レンジャーアドバイザーよりイチョウまつり開催にあたり経緯説明 

 12：36 ・元点野地区自治会長白川氏による点野の地名の由来やイチョウの木にまつ

わる歴史等のお話し 

 12：45 ・来賓によるイチョウの木へのしめ縄およびお神酒の奉納（神事ではなくギ

ンナンの収穫に対するお礼の意味での儀礼） 

 12：50 ・来賓のあいさつ（竹井ねや川水辺クラブ会長、寺前大阪府枚方土木事務所

長、北川寝屋川水・みどり室長、石田摂南大学准教授等） 

 13：00 ・秋の実りをあじわう会の開始（ギンナン，α化米、お芋等） 

 13：45 ・アルファ化米体験と防災クイズ、補植体験 

 14：00 

14：30 

・参加団体等の活動紹介 

・Eボート体験の報告、補植体験の報告 

 14：50 ・小雨のため活動切り上げ宣言を行い茨田樋遺跡水辺公園会場の後片付けを

開始 

 15：00 ・寝屋川流域センターへ資機材を搬出し、流域センターでの後片付け 

 16：30 終了：解散 

配付資料 ・活動計画準備スケジュール 

・イチョウまつりタイムスケジュール表 

関係機関からの支援内容 【河川事務所・枚方出張所】据え置きスピーカー、点野流域センターの使用 

【淀川資料館】ヨシ原パネル 

【レンジャー事務局】HP 掲載、チラシ等印刷、E ボート乗船申し込み受付、

問い合わせ対応、レンジャー概要パネル 4 枚、タープテント、ホールディン

グテーブル、OHPシート 

【摂南大学】Eボート、パドル、ライフジャケット、テント（１）机（１）、 

椅子（５） 

【大阪府】車両（ワゴン１）、災害時用備蓄食α化米 2 箱、ヤカン 

クイズ参加者景品として防犯ブザー、下敷き、スタンプラリー参加者お土産

としてポケットティッシュ、紙容器・箸など交流会消耗品、スタンプラリー

スタンプ 

【寝屋川市】ボランティア車両（ダンプ１、ワゴン１）、補植用植物苗、長靴、

小便器、ブルーシートなど 

【点野自治会】白テント（３）、椅子（20）、机（５） 

【ねやがわ水辺クラブ】タープテント、マジック、保温タンク、救急箱、長

靴、軍手、とじひも、ポリバケツ、炊飯器、トイレテント、ブルーシート、

インシュロックなど 

河川レン

ジャーの

活動内容 

 

準 備 実行委員会立ち上げ、実行委員会開催、ポスター・チラシ作成、関係団体、

機関など呼びかけ、銀杏採取・皮むき作業、前日準備作業 

当 日 会場設営、問い合わせ対応、進行、担当ブース運営、プログラム調整、撤収 

事 後 物品返却、反省会、協力団体・機関への報告とお礼 

参加者・スタッフからの意

見 

●雨の影響が少なくてよかった 

●全日に会場設営が進んでいたので、当日ゆとりを持てた 

●初めて参加させてもらった。またぜひ協力したい（電通大） 

●会場がわかりにくい→案相表示を設置したが、目立たなかった。幟なら目

立つ。 

●堤防からの導入路の幟配置は良かった。水辺の動線のアピールにもなる 

●今年、Eボート受付場所を変えたこと、大阪府による安全対策の効果があっ

た（摂南大） 

●安全誘導は改善の余地あり。車両の通行が多いので、二か所で連絡取りあ

いながらさばく必要あり。トランシーバーなど用意可能（大阪府） 

●これはどこがやってるの？市？ 

●しめ縄はりなど道具を工夫してスムーズになった 

●活動紹介などもっと聞いてほしい●以前より聞く人は多くなっている 

●「ぽポッポクラブ」のうた次回は音響など整えてあげればもっといい 
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●Eボート航行のため幹線水路の水位をあげたため、公園内の水路にも水が入

り、修景がよくなった。交流会の間は水が入っているように幹線水路の水位

調整必要 

●自転車置き場がわかりにくい→コーンなどでわかりやすくする工夫必要 

●自転車置き場が足りない→借り入れ後の田んぼ（白河氏）使用できないか

検討 

●水辺公園の堤防側からの導入路（会談とスロープ）がわかりやすいように

看板を設置してもらえないか国交省に打診 

 

 

 

 

14.2 活動状況  
 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 E ボート試乗体験  ヨシ笛づくり体験指導 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 摂大エコシビル部の活動発表  ・ 
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15.点野ワンド・砂州周辺みんなの水辺づくり    ・平成 27 年 12 月 20 日(日) 
 15.1 実施内容 

活 動 名 点野みんなの水辺づくり 

活動分野 環境保全 

氏  名 玉井 理恵（枚方出張所管内河川レンジャー） 

上田 豪 （河川レンジャーアドバイザー） 

活動日時 平成 27 年 12 月 20 日(日) 13:30～18:00 

実施場所 淀川左岸点野地区（点野砂州） 

 
 

参加人数 参加総数 26 名  

 参加者 2 名 一般 

 講師 －  

 スタッフ １名 萩原（摂南大学石田ゼミ） 

 
連携団体関係者 23 名 

摂南大学エコシビル部 18名、ねや川水辺クラブ４名 

石田准教授 

 府県・市職員 －  

 淀川河川事務所 －  

 河川レンジャー運営事務局 －  

スケジュ

ール 

13:30 レンジャーから作業内容説明、諸注意 

レンジャーアドバイザーから作業手順、技術指導 

作業グループ分け、移動 

13:45 

 

 

14:30 

①ナガバギシギシ抜根 

②セイヨウカラシナ抜根 

③伐木の除去 

作業終了、まとめ、撤収 

15:30 点野流域センターにて片づけ 

 16:00 勉強会 

摂南大学萩原の卒研取り組み発表 

フリートーク 

石田先生ミニレク 

 17:00 

18:00 

片づけ 

終了・解散 

配付資料  

関係機関からの 

支援内容 

【淀川河川事務所】 のぼり、ゴミ袋、回収後のゴミなどの適正な処理、点野

流域センターの使用 

【レンジャー事務局】プロジェクター貸与 

【ねや川水辺クラブ、寝屋川市】コンパネテーブル、長靴、軍手、ゴム手

袋、ゴミ袋、土のう袋、クーラーボックス、コップ、階段、鎌、剣スコッ

プ、救急箱、一輪車、ボランティア車両１台 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 
広報活動、参画団体との調整、石田ゼミ生と打ち合わせ、現地下見、物品、機材

準備、用具メンテ、お茶など準備 

当 日 運営、進行、安全管理、記録写真撮影 

事 後 参画団体と日程調整、石田ゼミ生とすり合わせ、活動記録作成 

参加者からの意見 砂州作業 
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●ギシギシの根がすごい。 

●ギシギシの特徴がわかった 

●ヤナギの伐木にヒラタケがはえていた 

●先月根を残したところから新たに生えている株があった 

勉強会 

●ねや川水辺クラブは今後どうなるのか 

●点野地区の河川公園整備はどうなっているのか 

●1回生の時はわからなかったが、今すこしわかってきた。みんなも「作業」とい

うとらえ方でなく「学び」にかえていってほしい（萩原） 

●継続は力なり！ 

 

15.2 活動内容 

 

 

 

 

 

 

 ナガバギシギシはセイヨウカラシナと違

い、スコップで掘り起しが必要 

 

 萩原さんの発表では、後輩たちへのメッセ

時も込められていました 

 

 

 

 

    

 

 

 亀井レンジャーへの質疑応答。  石田先生のミニレク  
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16.点野ワンド・砂州周辺みんなの水辺づくり      ・平成 28 年 1 月 17 日(日) 
16.1 実施状況 

活 動 名 点野みんなの水辺づくり 

活動分野 環境保全 

氏  名 玉井 理恵（枚方出張所管内河川レンジャー） 

上田 豪 （河川レンジャーアドバイザー） 

活動日時 平成 28 年 1 月 17 日(日) 13:30～17:00 

実施場所 淀川左岸点野地区（点野砂州） 

 
 

参加人数 参加総数 31 名  

 参加者 1 名  

 講師 －  

 
スタッフ 2 名 

立川 RA(ねや川水辺クラブ事務局長)、萩原（摂南大学石田

ゼミ） 

 連携団体関係者 28 名 摂南大学エコシビル部 15名、ねや川水辺クラブ 5名 

 府県・市職員 －  

 淀川河川事務所 －  

 河川レンジャー運営事務局 －  

スケジュ

ール 

13:30 桧垣勝美さん（ねや川水辺クラブ）環境大臣賞受賞報告、 

レンジャーから作業内容説明、諸注意 

レンジャーアドバイザーから作業手順、技術指導 

作業グループ分け、移動 

①ゴミの撤去、伐木引き上げ 

②ヨシを刈られた後の整備 

③釣台撤去 

14:30 

 

 

 

 

砂州へ移動 

①ゴミの撤去 

②ナガバギシギシ掘り起し 

③セイヨウカラシナ抜根 

④シードバンク調査区の片づけ、柵は次年度に引き継ぎます 

15:30 抜き取った植物など引き上げ、用具車載 

 15:45 まとめとして各作業報告しあい、共有 

物品車載、引き上げ 

 16:00 

17:00 

点野流域センター片づけ 

終了・解散 

配付資料  

関係機関からの 

支援内容 

【淀川河川事務所】 のぼり、ゴミ袋、回収後のゴミなどの適正な処理、点野

流域センターの使用 

【ねや川水辺クラブ、寝屋川市】コンパネテーブル、長靴、軍手、ゴム手

袋、ゴミ袋、土のう袋、クーラーボックス、コップ、階段、鎌、剣スコッ

プ、救急箱、一輪車、ボランティア車両 2 台 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 
広報活動、参画団体との調整、石田ゼミ生と打ち合わせ、現地下見、物品、機材

準備、用具メンテ、お茶など準備 

当 日 運営、進行、安全管理、記録写真撮影 
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事 後 参画団体と日程調整、石田ゼミ生とすり合わせ、活動記録作成 

参加者からの意見 

●ヨシの刈りあとは踏みに来そうでコワい→地面ギリギリ・水平に刈りなおした。

●釣りをしやすいように整備したようだが、リセットさしてもらおう 

●ゴミ集積場になっているようだが、リセット 

●まだ奥に残っている伐木も整理したい 

●猫が寄ってくる、なついている、かわいい。 

 

16.2 活動内容 

 

 

 

 

 

 

 桧垣さんの大臣賞受賞をみんなに紹介し、

桧垣さんからは若い世代へのメッセージを

込めたスピーチをいただきました。 

 エコシビル部は 3 年生が引退し、2 回生が 

みんなを引っ張ります。 

 

 

      

    

 

 

 高校生も大学生と協力して作業ができるよ

うになりました 
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○玉井河川レンジャー・出来河川レンジャー 

山口河川レンジャー・雨嶋河川レンジャー連携活動 

 

17.寝屋川エコフェスタ               ・平成 27 年 11 月 15 日(日) 
17.1 実施状況  
活 動 名 寝屋川市エコフェスタ出展 

活動分野 環境保全・啓発その他 

氏  名 玉井 理恵 （枚方出張所管内河川レンジャー） 

出来 猛  （枚方出張所管内河川レンジャー) 

山口 遼太 （枚方出張所管内河川レンジャー） 

雨嶋 佐代子（枚方出張所管内河川レンジャー） 

連携等 団体との共催（団体名：ねやがわ水辺クラブ） 

活動日時 平成 27年 11月 15 日(日)9：00～15：00 

実施場所 寝屋川市打上川治水緑地環境ゾーン：大阪府寝屋川市太秦桜が丘 

 
 

参加対象 地域住民 

参加人数 参加総数 463名 （寝屋川市発表総来場者数 11994 名） 

 
参加者 460名 

大人 160 名（展示 100、ヨシ笛 60、砂絵 0） 

子ども 300名（展示 30、ヨシ笛 200、砂絵 70） 

 講師 －  

 スタッフ 3 名 ねやがわ水辺クラブ 3 名 

 連携団体関係者 －  

 府県・市職員 －  

 淀川河川事務所 －  

 河川レンジャー運営事務局 －  

スケジュ

ール 

9:00 開始 

 ヨシ笛づくり(ねやがわ水辺クラブと合同)指導とヨシの話や淀川の環境の話 

  砂絵指導と淀川のはなし 

  ブース来訪者の展示パネル案内 

 15:00 終了 

配付資料 なし 

関係機関からの 

支援内容 

【出張所・事務局】ブース出展に要する主催者（寝屋川市）への申請など手続き

全般、準備作業および物品保管のために点野流域センターの使用、展示用パネル

の貸与、OHP シート(ヨシ笛用)の提供 

【淀川資料館】パネル資料(9 枚)貸与 

【寝屋川水辺クラブ】ヨシ笛づくりを合同開催、のこぎり体験（ねやがわ水辺ク

ラブ）で自分が切った間伐材を砂絵スタンドにするための追加工 

【水辺に親しむ会】バケツ 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 展示内容・体験コーナー内容の調整、物品手配、ヨシ笛・砂絵の事前準備作業 

当 日 

7：00 より集合、物品搬入、レンジャー展示ブース設営・準備、スタッフ打ち合

わせを実施。 

展示物および、物品の搬入・搬出、ブース内レイアウト・設営、展示説明、ヨシ

笛づくりの指導およびヨシに関する解説、砂絵指導および淀川の砂利用と上流域
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での河床低下問題について解説（河床低下問題などは保護者向け） 

15 時終了後、片づけ、ブース撤収、物品の搬出を実施 

16 時解散 

事 後 ふりかえり、残り材料の確認と再使用むけ整理、物品返却、協力者へ報告とお礼 

参加者からの意見 

【パネル展示】 

●外来生物についてのパネルは字も大きくよみやすく、内容もわかりやすい 

●ナガエツルノゲイトウが増えている 

●駆除すればなくなるのか？もう無理ではないか？ 

●ミドリガメは飼ってもいいのか？ 

●レンジャー紹介パネルは活動の写真がついてよくなった 

【砂絵】 

●淀川の砂ってきめ細かいですね 

●どうやって材料の色砂をつくるのか？ 

●魚の観察などと組み合わせたプログラムに使える 

【ヨシ笛】 

●ヨシ笛がよく鳴った 

●ヨシ笛が鳴らない 

●変な音でびっくりした 

●ヨシ笛のリードは OHPシートが適している 

●ヨシ笛づくりで手ぇ切った 

 

 

 

17.2 活動状況 

 

          

 

 

 

 

 

 

 
 展示ブース全景 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 ヨシ笛づくりの指導       砂絵づくりの指導 
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○玉井河川レンジャー・三輪河川レンジャー・西岡河川レンジャー連携活動 

 

18.南海学園ふれあいまつりでの啓発活動        ・平成 27 年 10 月 3 日(日) 
18.1 実施状況  

活 動 名 南海香里のさと「ふれあいまつり」出展 

活動分野 啓発ほか 

氏  名 玉井 理恵(枚方出張所管内河川レンジャー） 

三輪 栄子(毛馬出張所管内河川レンジャー) 

西岡 和昭(福島管内河川レンジャー) 

連携等 南海学園主催事業への出演 

活動日時 平成 26年 10月 3日(日) 11:00～16:00 

実施場所 社会福祉法人大阪福祉事業財団南海香里のさと（枚方市南中振 1－20－48） 

 

 

 

 

 

 

参加対象 地域住民・団体（南海香里のさと利用者・保護者・ガイドヘルパー、地域住民） 

参加人数 参加総数 250名  

 参加者 200名  

 講師 －  

 スタッフ －  

 連携団体関係者 50 名  

 府県・市職員 －  

 淀川河川事務所 －  

 河川レンジャー運営事務局 －  

スケジュ

ール 

11:00 香里園駅集合、打ち合わせ 

12:10 南海香里のさと到着、施設スタッフへの挨拶、昼食、準備 

13:20 淀川の話、紙芝居「淀川さん」、切り絵での交流 

 14:00 帰りにプレゼントする切り絵の準備 

 15:00 閉会、切り絵の配布 

 16:00 まとめ、解散 

配付資料  

関係機関からの 

支援内容 

【河川事務所・事務局より】 

後期活動への追加 

【西中島小学校くすくす】 

絵本「淀川さん」貸与 

【ふれあいプラザ香里】 

写真記録をサポート 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 
主催者との調整、打ち合わせ 

物品準備 

当 日 舞台でのもち時間内進行、使用物品の運搬、切り絵作成、参加者との交流 

事 後 まとめ、反省会（今後へ向けて） 

参加 

者からの意見 

●切り絵をもらって喜んでいた 

●ひとつ前の出し物より観客が増えていた 

●施設利用者の舞台発表のときに、プレゼントした切り絵を胸につけて歌

を歌ってくれていた 

●ざわついていたので、絵本「淀川さん」はマイクが使えてよかった。 

●ここでは、一点に集中させる絵本よりも、動きのあるコントのほうが、

ふさわしかったようだ。 

●コント「淀川さん」が見たかった 
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●絵本も治水・防災バージョンをつくろう！ 

●いただいた切り絵はエントランスなどに飾らしていただきます（職員） 

●障がい者対象の事業に初めて取り組んで、あらためて中川ゆり子レンジ

ャーの取り組みの重さを再認識するとともに、このような施設を訪問して

の活動と「障がい者の河川へのいざない」活動がうまくつながっていくよ

うなレンジャー活動の連携ができればいいと思う。 

 

 

18.2 活動状況  
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 淀川流域写真パネルを使って淀川を紹介      紙芝居「よどがわさん」実演 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 淀川の自然を表現した切り絵作成①   淀川の自然を表現した切り絵作成① 
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19.切り絵と河川の生き物たち・防災編         ・平成 27 年 10月 5日(月) 
19.1 実施状況  

活 動 名 切り絵と河川の生き物たち・河川環境啓発コント「淀川さん」公演 

活動分野 環境保全・防災 

氏  名 西岡和昭（福島出張所管内河川レンジャー) 

三輪（毛馬出張所管内河川レンジャー) 

玉井（枚方出張所管内河川レンジャー) 

山口（枚方出張所管内河川レンジャー) 

活動日時 平成 27年 10月５日(月) 14:00～16:00 

実施場所 西淀川区役所 5階 

大阪市北区梅田 1 丁目 2−2 大阪駅前第二ビル 5F 

参加人数 参加総数 83 名  

 参加者 64 名 大人 57名、子ども 28 名 

 
スタッフ 14 名 

辻川レンジャー、木川南小学校生徒 11 名、父兄 5 名、コ

ントグループ(氏名明記)3名 

 大阪市職員 5 名 大阪市立生涯学習センター職員 2名 

 河川レンジャー運営事務局 －  

スケジュ

ール 

14:00 切り絵講座開始 

15:10 コント淀川さん開始 

15:40 コント終了とレンジャー講評 

 16:00 終了 

配付資料  

関係機関からの 

支援内容 

西淀川区役所から切り絵題材の紙を用意 

西淀川区生涯学習推進員より各テーブルにスタッフとして配置。 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 

切り絵講座に参加される方に渡す切り絵作品の準備と展示用の巨大切り絵の作成。 

コント淀川さんでは、防災について連携するレンジャーと打合せをする。 

 

当 日 

11；30 西淀川区役所荷物搬入 

13；00 講義室に作品配置の準備終了。 

13；30 コント淀川さん打合せ。 

事 後 16：05 後かたづけと撤収 

参加者からの意見 

・切り絵が良かったです。もっと時間が欲しかったです。河川レンジャー、

良かったです。コントも上手でした。南海トラフを考えて、命を大切に守

る事を考えさせられた。 
・切り絵の分は、すばらしかったです。河川の生き物たちの話をもっと聞

きたかったです。 
・防災コントがとても有意義でした。切り絵はさっそく孫に伝えたいと思

います。 
・切り絵が難しかった。淀川さんコント、楽しく学べました。 
・色々な活動をしている人がいるものです。このような機会が無ければ知

ることも無いと思います。 
・巨大カマキリは、すばらしです。虫たちもリアルで良かったです。切り

絵は難しいです。ハサミの線が、ガタガタになります。淀川のコントは、

分かりやすくて面白かったので、頭に残りました。 
・やさしく見えて、大変難しいものと思いました。 
・切り絵は難しかったけど、大変楽しかったです。コントを見て、汚染に

ついて考えさせられました。 
・いつも有り難く受講させて頂いて、喜んでいます。本日の切り絵は、又

いつもと違って楽しく受けさせて頂きました。有難う存じました。 
・切り絵が楽しかった。孫に作ってやりたいと思います。 
・初めての切り絵でしたが、楽しく良いものができました。淀川の災害に

ついては、最近特に気になってます。これからも注意して防災、避難等勉
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強したいと思います。ありがとうございました。 
・手先が不器用で、上手く出来ませんでした。もう少し勉強して、色々な

形が切れるようにやってみます。 
・防災に対して、身近に感じられて、日頃から非常用備品など点検したり

準備しておきたいと思いました。切り絵は、童心にかえって、とても楽し

かったです。ありがとうございました。 
・切り絵は、初めての経験で、大変おもしろかったです。ありがとうござ

いました。 
・切り絵も大変楽しく勉強しました。なかなか難しかったけれど楽しんで

作れました。コント淀川さんもおもしろかったです。 
・切り絵は童心にかえり楽しかったです。 
・紙と手を使って、いっぱい切り絵をしてみようと思いました。淀川をき

れいにして、地震や津波の時は高台に避難する。 
・頭の体操にとってもいいと思います。続けていきたいですね。 

 
19.2 活動状況  

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 切り絵指導  会場全景 

  

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
山口レンジャー、玉井レンジャーによる 

コント淀川さん 
 地図を用いた防災啓発 
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○玉井河川レンジャー・山口河川レンジャー 

西岡河川レンジャー連携活動 
 

20.自然体験活動                 ・平成 27 年 10 月 18 日（日） 
20.1 実施状況  

活 動 名 出前講座「淀川河川公園 自然体験活動＆地域と川の関わりを知る」 

活動分野 啓発その他 

氏  名 山口 遼太(枚方出張所管内河川レンジャー) 

連携等  

活動日時 平成 27年 10月 18 日（日） 9：00 ～12：15 

実施場所 （場所）河川公園枚方地区 枚方大橋下流付近 

 
参加対象 近隣住民 枚方市桜町コミュニティー（子ども会） 

参加人数 参加総数 28 名  

参加者 26 名 大人 11名､子ども 15名  

講師 －  

スタッフ 2 名 西岡レンジャー（指導補助）、玉井レンジャー（記録） 

連携団体関係者 －  

職員 －  

淀川河川事務所 －  

河川レンジャー運営事務局 －  

スケジュ

ール 

9：00 設営・準備 

10：15 自己紹介・注意事項連絡 

 10：20 ウォーミングアップ 

 10：30 ネイチャーゲーム「フィールドビンゴ」 

 11：00 休憩（西岡レンジャーによる淀川の生き物の切り絵実演） 

 11：15 自然工作「川石を使ったストーンペイント」 

 11：45 コント「淀川さん」→伊加賀切れについての説明 

 12：15 終了・解散 

配付資料 ・フィールドビンゴ 記入用紙 

関係機関からの支援内容  

河川レン

ジャーの

活動内容 

 

準 備 資料の作成・荷物運搬・関係各所打合せ 

当 日 安全管理・活動全般 

事 後 
書類作成 

物品返却 
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参加者からの意見 

（保護者の感想） 

・自分の住んでいる場所でかつてテレビで見たような堤防の決壊が起きてい

たことを初めて知りました。 

・堤防の上の石碑の意味を改めて知りました。【明】の字の話も初耳！ 

・体験、工作、歴史のお話と盛りだくさんで子供だけでなく大人も楽しく学

べる内容でした。 

・大人は見落としがちですが、小さな自然や大きく見渡せる目、子どもの感

性を大切にしたいと思います。ありがとうございました。 

・河川レンジャーさん、子どもの扱いがうまくてびっくりしました。 

（参加者の感想） 

・淀川が汚かったのはゴミを捨てる人がいるからだと思いました。淀川がき

れいになるといいなあと思いました。 

・カマキリとかネコとか作ってくれてありがとうございました。（西岡 R切り

絵） 

・一番おもしろかったのはコントとビンゴと石ころお絵描きです。2時間半が

とっても早く感じられました。また来てください！ 

・自然の事や淀川の事をいろいろ教えてくれてありがとうございます。 

・おっきいカマキリが居てびっくりしました。僕がバッタとかだと見つかっ

たらどうしようと思いました。 

・こんどは淀川で泳いでみたい。だからゴミを見つけたらきれいにしようと

おもいます。 

 

 

 

20.2 活動状況  
 

  

・淀川の概要や歴史を学ぶコント「淀川さん」 ・西岡レンジャー制作の巨大カマキリをバックに。 

  

・ウォーミングアップと体験の導入 ・フィールドビンゴ 全体での共有時間 
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